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Abstract:

The first outbreak of small brown mussel as an invasive introduced species was confirmed at Kitagata Lake in Awara

city on November 29, 2014. Firm adhesion of many mussels on a surface of concrete embankment, 

bottom of a ship inside of the Lake by East Kitagata area was observed.
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要旨

平成26年11月29日 に,あ わら市の北潟湖に於いて初記録 となる外来種コウロエンカワヒバ リガイの大発生

が確認された。あわら市北潟(北 潟東)の 北潟湖内で,コ ンクリー ト護岸 ・木質杭 ・ロープ ・漁船の舟底部など

に大量の本種の固着がみ られた。

キーワー ド:大発生,コ ウロエンカワヒバリガイ,外 来種,北 潟湖
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1.は じめに

コウロエ ンカワヒバ リガイ(学 名:.絶 刀05加oわα5

5θ6αが5)は イガイ科クログチガイ属に分類される二枚

貝で,環 境省の要注意外来生物 リス ト1)や 日本生態学

会の 「日本の侵略的外来種ワース ト100」2)に 指定さ

れている国外由来の外来生物である。原産地はオース

トラリア ・ニュジーランドとされる1～4)。本種の生息

環境は,内湾や河口の潮間帯から汽水域にまで広が り,

転石などの付着基盤に足糸で固着 し集団で生息する。

日本には1970年 頃,バ ラス ト水に幼生が混入 し移入

されたと言われている。1972年 に岡山県児島湾で最

初に記録され,現 在は富山県から千葉県以南に定着 し

ている。福井県内では,川 崎が2010年4月25日 に

三方郡美浜町笹田の久々子湖内で生息を確認 している

私信。しか し,こ れまで北潟湖内では確認できていなか

った。

殻長は20～30mm,最 大で40mmに 達する。固着性

二枚貝で,足 糸 とい う繊維状の物質を分泌 し付着基盤

に固着する。繁殖期は夏で,水 中に放卵 ・放精 し,浮

遊幼生期間は約半月で,高 密度で固着 し集団を形成す

る。約1年 で成熟し,寿 命は2年 とされる。水質汚濁

や塩分濃度に対する耐性は強い。餌は水中の懸濁物を

濾過 して摂取する。

2.警 戒される特徴

浮遊幼生期を有 し拡散能力が高 く,広 範囲に拡散す

る。高密度で生息するので,定 着場所では優占種 とな

る(他 の固着生物と固着空間をめ ぐり競合する)。成長

速度が速 く,繁 殖能力が強い。などの特徴を有する。

3.確 認状況

平成26年11月29日 にあわら市北潟北潟東の北潟

湖内で,湖 底に沈む板の全面にコウロエンカワヒバ リ

ガイが固着 しているのを確認 した(写 真1)。 ここは,

大聖寺川河口合流部から上流4㎞ ほどの北潟湖の左岸

に位置する汽水域で,木 質の杭(写 真2)・ コンクリー

ト護岸(写 真3)・ ゴムタイヤ ・ロープ ・漁船の舟底 ・

ウナギ筒(写 真4)等 にも大量に固着 しているのを確

認 した。以前はそれらの場所にフジツボの仲間が付着

していたが,今 回はそのほとんどが本種に置き換わっ

ていた。

写真3写 真4

生息数は極めて多 く,高 密度で固着生息 している。

殻長は大きいもので25mm前 後,小 さいものは4mm程

度で10mm以 下の小型のものが多い。聴き取 り調査で

は 「今年(2014年)の 夏頃から生息数が増えている。」

とのことである。

ウナギ漁のウナギ筒に大量に付着 し,筒 の入 り口が

狭 くなり,ウナギ漁の妨げにもなっている様である(写

真4)。 また,漁 船の底部にも本種が固着し,操 作性等

の障害にもなっている。

4.今 後の調査

一昨年までは,同 所にフジツボの仲間が付着生息 し

ていたが,昨 年か ら今年にかけてそのほとんどが本種

に置き換わった。何故 これほどまで急に 「コウロエン

カワヒバ リガイ」が大量発生 ・大繁殖 したのか疑問が

残る。また,昨 年の確認個体は10mm以 下の小さな個

体(成 熟前の個体)が 多 く,来 年の夏期にはさらに成

長するものと推測されることから,今 後以下の①～③

の調査を進め,生 態系や本種の生息状況 ・被害状況等

も含め注視 していきたい と考えている。

①北潟湖内の本種の生息状況の把握調査。

②地理的に比較的近い九頭竜川河口部等での同種の生

息(移 入)状 況調査。

③久々子湖 ・北潟湖共に宍道湖からヤマ トシジミを移

殖 しているが,本 種の本県への侵入の原因になって

いないか調査。
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